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Ａ市における浸水実績管理台帳の機能強化について

 
日本水工設計㈱ 新井 裕治 

 
近年、集中豪雨や局地的大雨により浸水被害や土砂崩れ等の災害が頻発している。Ａ市 

では浸水対策事業を重点事業としている中で、効果的かつ効率的な雨水対策に取組むため 

に、住民や議会に対する下水道施設の整備効果を提示していくことが求められている。 

本稿では、浸水対策施設の整備効果を示していくために、Ａ市で運用している浸水実績 

管理台帳に過去に発生した浸水実績および降雨情報を集計する機能を追加することで、業 

務効率の向上を図っている。 

 

Key Words ： 浸水対策、浸水状況、ＧＩＳ（地理情報システム） 
 

１．はじめに 
近年、気候変動に起因すると言われている集中豪雨が頻発している。この集中豪雨は、

下水道の計画規模を上回ることも多く、各地で浸水被害や土砂崩れ等の災害を発生させて

いる。Ａ市における降雨状況は、局地的な集中豪雨が頻発しており、平成 18 年度から平成

27 年度までの 10 年間において、１時間に 50mm 以上を観測した降雨は 12 回に上る。これ

らの浸水被害を削減するため、Ａ市では雨水貯留施設などの施設整備を進めている。 
しかしながら、施設整備には多くの事業費と期間を要するため、効果的かつ効率的な雨

水対策に取組んでいく必要がある。特に、Ａ市の下水道事業は、一般会計から多額の繰入

金が投入されており、下水道使用料の改定も行っている。よって、更なる事業の効率化が

求められると共に、住民や議会に対する下水道施設の費用対効果の提示が求められること

が想定される。 
 

２．業務の目的 
Ａ市は、内陸都市であり雨水の放流先が河川に限られており、さらにその多くは未整備

の中小河川であるため、河川に放流できる量には制限がある。このため、浸水被害の原因

を特定するためには、河川や下水道を俯瞰的に捉えることが求められるが、対象範囲が広

範になるほど原因の特定が困難となる。そこで、下水道施設の整備効果を示すため、Ａ市

の取組み（雨水貯留施設や調整池等の整備）に対して、住民が受けた被害（浸水被害）の

件数を対象とした定量評価を行うこととした。 
本稿では、浸水実績管理台帳に、過去に発生した浸水実績および降雨情報を集計する機

能を追加することで、浸水対策施設の整備効果の検証における業務効率の向上を図ること

を目的とした。 

（4）整備水準の設定 

整備水準は、リスク評価で選定された対策方針区分ごと（「重点対策地区」「一般地区（高）」

「一般地区（低）」）に設定した。 
 

  
 

5．整備計画の策定 

（1）整備計画方針 

 整備計画は、リスク評価で選定し

た対策方針区分ごと（「重点対策地

区」「一般地区（高）」「一般地区

（低）」）に費用対効果を踏まえた整

備優先順位を設定し、雨水再整備計

画の策定を行った。 

 費用対効果は、対策費用（C）と

浸水想定区域図から算出した浸水

想定被害額より浸水被害の軽減期

待額：便益（B）を算出し、費用対

効果（B/C）を算出した。 

 

6．おわりに 

 近年の降雨特性より新たな計画降雨を設定することにより、近年頻発している豪雨を考

慮した雨水再整備計画を策定することができた。 

また、地表面氾濫解析を管網モデルを構築しない簡易的な手法で行ったが、浸水実績区

域と近似した結果が得られたため、重点的に再整備が必要な地区の精度の高い選定ができ

た。ただし、既存施設のストック活用については、動水位で判定したことによりある程度

考慮された整備計画となっているが、より既存施設を活用した整備計画を立案するために

は管網モデルの構築を行う必要がある。 

今後は近年、全国的に時間雨量 50mm 以上の降雨が増加しており、従来の計画降雨での対

応が困難な状況が増加しているため、計画降雨の見直しや超過降雨への対応が急務であり、

またそれに伴う雨水再整備計画の策定が必要である。 

対策方針区分 地区数 整備水準 整備目標 

重点対策地区 約 10 65（mm/h） ドライ化 中期 

一般地区（高） 約 20 65（mm/h） ドライ化 長期 
一般地区（低） 約 270 53（mm/h） ドライ化 長期 

計 約 300    

図 5-1．整備計画策定フロー 

（ⅰ）整備水準の設定 
リスク評価で選定した対策方針区分で地区を分類す
る。 

（ⅱ）費用対効果の算出 
対策費用（C）と浸水被害の軽減期待額：便益（B）を
算出し、費用対効果（B/C）を算出する。 

（ⅲ）整備優先順位の設定 
費用対効果の結果より、対策方針区分ごとに費用対効
果の高い順に優先順位を選定する。 

表 4-2．整備水準一覧 

※ドライ化：動水位が GL以下 
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５．要求事項の整理及び機能設計 
５－１．業務目的に対する課題 

既存の浸水実績管理台帳は、地理空間情報（GIS）として浸水被害の実績と降雨情報を記

録している。しかしながら、浸水被害の情報蓄積に留まっており、PDCA サイクルにおけ

る「Check（評価）」や「Act（改善）」に活用できる仕組みになっていない。 
 

５－２．要求事項の整理及び機能設計 

前節の課題を解決するためには、PDCA サイクルにおける「Check（評価）」として活用

できるように、浸水対策事業（ハード対策）の整備効果を検証できる機能を追加する必要

がある。 
機能強化した浸水実績管理台帳の PDCA サイクルにおける位置付けを、図 5-1 に示す。 

 
図 ＰＤＣＡサイクルにおける浸水実績管理台帳の位置づけ

 
整備効果を検証するためには、下水道浸水対策中期検討業務で設定した整備優先度の高

いエリア（以下、「整備促進エリア」と記す）における降雨量や浸水実績の推移を把握する

ことが求められる。また、計画策定時の検討材料となる降雨情報（降雨量など）や、浸水

実績と降雨情報との関係性（紐付け）も必要となる。そこで、前記の業務目的を満たすた

めの要求事項及び要求される機能を整理した。（表 5-1） 
表 業務目的を満たすための要求事項及び要求機能

要求事項 要求機能

整備促進エリアにおける浸水実

績と降雨量の推移の把握

整備促進エリア内における浸水実績と降雨の履歴情報の出力

・整備促進エリアの作図、登録機能（観測拠点の関連付け）

・整備促進エリアに対する浸水実績情報、降雨情報の出力

事業の実施効果や課題点を
整理して、改善策を検討

事業が計画通りに実施されているか
チェックし、その効果・課題について評価

策定した事業計画に基づき
効率的・効果的に事業を実施

事業効果が得られるように事業実施計画を策定

改善

計画

実施

評価

浸水実績管理台帳により
整備効果の検証を行う
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３．業務フロー 
本業務の流れを図 3-1 に示す。 

 
図 本業務の進め方

 
４．現状把握（浸水対策事業の把握） 
Ａ市の浸水対策事業において、浸水実績管理台帳を利活用している過年度の業務実績を

確認した。 

 
図 過年度業務と本業務の流れ

 

② 要求事項の整理及び機能設計 

④ データ及び基本情報の整理 

⑤ 動作検証、環境構築、操作説明会の実施等 

① 現状把握（浸水対策事業の把握）

③ システム開発 

本稿で示す対象範囲

基本計画の策定において、整備優先度の
高いエリア（整備促進エリア） 地区を
整理し、対策施設概要を検討 対策施設竣工前後の浸水状況と降雨情報を

比較できる帳票（浸水対策効果検証票）を
作成 

浸水対策効果検証票を簡易に作成するた
め、機能強化を図る

下水道浸水対策中期検討業務

下水道浸水対策効果検証業務 

浸水実績管理台帳機能強化業務

データを活用

対策施設竣工前後の整備効果を検証 

整備促進エリアにおける浸水実績と降雨量の
関係や推移を把握できる機能を構築

本業務

データを活用
浸水実績管理台帳の構築
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５．要求事項の整理及び機能設計 
５－１．業務目的に対する課題 
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がある。 
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課題 対応方針

関連する降雨情報の履歴において、降雨

情報が登録されていない可能性がある。

降雨情報が登録されていない場合は、空欄のまま表示する。

これにより、登録されていない降雨情報が明確になり、必要に応じて

調査・登録が可能となる。

整備促進エリアは、見直しがかかる可能性

がある。

整備促進エリアは、計画見直しが発生したときに変更される場合が

あるため、任意で作図できるようにする。これにより、計画作成時の

整備促進エリアの検討にも利用することが可能となる。

 
表 5-2 の課題 3 に示すように、過年度に設定した整備促進エリアは計画見直しによって

変更される可能性があるため、整備促進エリアを任意に作図できる機能を追加した。この

整備促進エリアの作図において、表 5-2 の課題 1 に示すように降雨情報との紐付けが困難

になる。これを解決するために、作図した整備促進エリアに対し観測拠点を登録できるよ

うにする必要がある。 
気象庁の資料（気象庁資料-9「近年の局地的豪雨について」,2008,P2）によれば、局地的な大雨

をもたらす積乱雲は、水平方向に数 km から 10 数 km ほど広がると言われている。そこで、

整備促進エリアからの距離がより近い降雨情報を検索することが求められる。このため、

整備促進エリアに登録する観測拠点は、整備促進エリアの重心から観測拠点の距離が近い

順に並び替えて表示し、利用者が選択しやすいように設計した。この画面表示のイメージ

を図 5-3 に示す。 

 
図 整備促進エリアに対して登録する観測拠点

  

整備促進エリアの重心から
観測拠点の距離を計算

整備促進エリアに登録する観測拠点
整備促進エリアの重心から観測拠点の距離が近い順に並び替えを行う
（直近の観測拠点を選択しやすくするよう工夫した）
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要求事項 要求機能

個々の浸水実績箇所と降雨量

の推移の把握
個々の浸水実績箇所に対する履歴情報の出力

整備促進エリアまたは浸水実績

箇所に対して降雨情報の関連付

け

観測拠点の住所（座標情報）の追加

計画策定時に使用する降雨情

報の蓄積
分最大雨量の登録機能

 
本稿では、表 5-1 に示す要求事項 1 について、特筆すべき事項を（１）に示す。 

（１）整備促進エリアにおける浸水実績と降雨量の推移の把握

選択した整備促進エリアを対象に、浸水実績の履歴と関連する降雨情報を集計して画面

に表示・出力する機能を構築した。この整備促進エリア内にある浸水実績の画面イメージ

を図 5-2 に示す。本機能では、選択された整備促進エリア内にある浸水実績の履歴情報に対

して、集計処理を行い、結果を表形式で画面に表示する。 

 
図 整備促進エリア内における浸水実績箇所のイメージ画面

 
また、本機能の構築にあたり、想定される課題と対応方針を表 5-2 に整理した。 

表 課題と対応方針 
課題 対応方針

降雨情報を登録する観測拠点は行政区

単位に行われている。そのため、指定の整

備促進エリアに関連付ける観測拠点が、

浸水実績箇所から直近の観測拠点と異

なる可能性がある。

指定の整備促進エリアに対して観測拠点を登録できるようにする。ま

た、個々の浸水実績箇所から直近の観測拠点の降雨情報もあわ

せて表示するようにする。

これによって、対応する対策拠点ごとの降雨情報を比較しやすくす

る。

整備促進エリア

※ 浸水実績箇所
赤：床上浸水
青：床下浸水
黄：店舗
緑：道路冠水

※ 数字は指定期間内の

浸水回数を示す

－ 42 －

技術報告集 第31号 平成29年3月 AWSCJ



－ 5 － 

課題 対応方針
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になる。これを解決するために、作図した整備促進エリアに対し観測拠点を登録できるよ
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気象庁の資料（気象庁資料-9「近年の局地的豪雨について」,2008,P2）によれば、局地的な大雨

をもたらす積乱雲は、水平方向に数 km から 10 数 km ほど広がると言われている。そこで、

整備促進エリアからの距離がより近い降雨情報を検索することが求められる。このため、

整備促進エリアに登録する観測拠点は、整備促進エリアの重心から観測拠点の距離が近い

順に並び替えて表示し、利用者が選択しやすいように設計した。この画面表示のイメージ

を図 5-3 に示す。 

 
図 整備促進エリアに対して登録する観測拠点

  

整備促進エリアの重心から
観測拠点の距離を計算

整備促進エリアに登録する観測拠点
整備促進エリアの重心から観測拠点の距離が近い順に並び替えを行う
（直近の観測拠点を選択しやすくするよう工夫した）
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要求事項 要求機能

個々の浸水実績箇所と降雨量

の推移の把握
個々の浸水実績箇所に対する履歴情報の出力

整備促進エリアまたは浸水実績

箇所に対して降雨情報の関連付

け

観測拠点の住所（座標情報）の追加

計画策定時に使用する降雨情

報の蓄積
分最大雨量の登録機能

 
本稿では、表 5-1 に示す要求事項 1 について、特筆すべき事項を（１）に示す。 

（１）整備促進エリアにおける浸水実績と降雨量の推移の把握

選択した整備促進エリアを対象に、浸水実績の履歴と関連する降雨情報を集計して画面

に表示・出力する機能を構築した。この整備促進エリア内にある浸水実績の画面イメージ

を図 5-2 に示す。本機能では、選択された整備促進エリア内にある浸水実績の履歴情報に対

して、集計処理を行い、結果を表形式で画面に表示する。 

 
図 整備促進エリア内における浸水実績箇所のイメージ画面

 
また、本機能の構築にあたり、想定される課題と対応方針を表 5-2 に整理した。 

表 課題と対応方針 
課題 対応方針

降雨情報を登録する観測拠点は行政区

単位に行われている。そのため、指定の整

備促進エリアに関連付ける観測拠点が、

浸水実績箇所から直近の観測拠点と異

なる可能性がある。

指定の整備促進エリアに対して観測拠点を登録できるようにする。ま

た、個々の浸水実績箇所から直近の観測拠点の降雨情報もあわ

せて表示するようにする。

これによって、対応する対策拠点ごとの降雨情報を比較しやすくす

る。

整備促進エリア

※ 浸水実績箇所
赤：床上浸水
青：床下浸水
黄：店舗
緑：道路冠水

※ 数字は指定期間内の

浸水回数を示す
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６－２．今後の展望 

さらなる要求事項を整理し今後展開していきたいことを、表 6-1 に示す。 
表 今後の展開 

 
浸水実績管理台帳が計画検討作業の業務効率化に寄与するためには、この台帳の役割を

担当職員が認識した上で運用し続けていただく必要がある。今後も、長期的に運用してい

ただけるように、職員の要望に応えた情報システムを提案していきたい。 
 

今後必要となる機能 処理概要

浸水対策効果検証票の

出力

・指定の整備促進エリア内で集計した浸水実績と降雨情報から、複合グラフを

作成・出力する

・対策施設の施工時期の前後の浸水実績を図面とともに出力する

・作図した整備促進エリアに対して、関連する対策施設を登録する

表示画層の追加
・管渠台帳や浸水（内水）ハザードマップ等、他のシステムで作成された地理

空間情報（ データ）を取り込み、画面に表示する

－ 6 － 

６．おわりに 
６－１．業務の成果 

動作検証の一環として、本業務で構築した機能を使用して、浸水対策の整備効果の検証

作業を行った。過年度に行った「下水道浸水対策効果検証業務」で対象とした特定の処理

分区内の整備促進エリア 5 地区に対して検証した。 
対策施設の施工前後の浸水実績を比較するとともに、本業務で追加した 10 分最大雨量を

追加した降雨量の推移について、複合グラフにより視覚的に図示（図 6-1）した。 

 
図 浸水実績の履歴と関連する降雨情報の推移

 
過年度に、大型の雨水貯留施設を整備したことにより、浸水被害が減少しているため一

定の整備効果があったと言える。しかしながら、平成 25 年 9 月 15 日に床上・床下浸水被

害が 1 件ずつ発生している。浸水（内水）ハザードマップにおける浸水シミュレーション

結果に基づく位置に見られるため、今後整備予定の貯留施設を含め、更なる対策が求めら

れると考えられる。 
以上のことから、職員が浸水実績管理台帳を用いて、浸水対策事業（ハード対策）の整

備効果を定量評価することが可能になった。これにより、浸水実績管理台帳が図 5-1 に示す

PDCA サイクルの「Check」を担うと共に、住民の浸水被害の縮減に寄与し、ひいては浸

水対策施設の整備効果の検証における業務効率の向上が期待できる。 
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